
第７回「わのうち未来塾」報告

１ 期 日 令和３年８月６日（金） ＜町行政バス利用＞

２ 時 間 ９時００分から１１時３０分

３ 講 師 ＪＡ西美濃輪之内支店支店長他担当者

４ 参加者 福束小 2名 仁木小 13名 大藪小 14名 計 29名 欠席 1名

５ 日 程

文化会館 → ＪＡ輪之内支店

9:05 9:10～ 10:10

神明神社 → 薩摩堰跡 → 北塚

10:20～ 10:30 10:35～ 10:45 10:50～ 11:00

心巖院 → 禹閘門樋 → 文化会館

11:10～ 11:15 11:25～ 11:35 11:45

６ 内 容

(１)西美濃農協輪之内支店見学

・山田支店長から農協の７つの事業内容と協同組合の精神について説明を受けた。

・堀さんよりカントルーエレベターについて説明を受けた。籾搬入口と機械制御室を見学

した。児童からいくつもの質問が出た。

(２)神明神社の椋の木（天然記念物）を下から見上げた。大きな木だと実感できた。

神社が旧大榑川堤防上にあり、洪水時に助命壇（命を助ける）であったことと、東を望

み江戸時代には向こうの畑まで大榑川が流れていたと説明した。

(３)大藪洗堰は、薩摩堰、大榑川食違堰、大榑川洗堰の３つを総称している。薩摩堰はすぐ

に破損したのでその後で、村民が負担して大榑川洗堰を設置しそれを明治時代まで維持

したことと、薩摩堰堰遺跡の碑から東南に長さ 186 ｍの薩摩堰があったと説明した。

約２０年前に水田を掘り下げ、そこから洗堰の石が多量に出てきたと説明した。

(４)北塚は、西軍（丸毛軍）と東軍の遺骸を葬った場所に石仏を建て墳墓としたものと説明

した。説明をした後で、お参りをした。

(５)心巖院で薩摩義士の墓のお参りをした。

(６)禹閘門樋を見学した。堤防を登り真上から東側（流入口）と西側（排出口）を見学した。

揖斐川方が低い場合は通常に流れ、揖斐川の方が高い場合は門扉で閉じ逆流しないよう

にしてあると説明した。




